
１４ 

 

別紙２ 

保守点検業務標準仕様書 

 

Ⅰ 空調機保守点検業務 

 

１ 対象機器 

系統 設置場所 機種 室内機台数 

ＰＡＣ－１ 

 

事務室，エントラン

ス，会議室，医務室，

控室 

ＲＡＳ－Ｊ２８０ＦＶ２ 

９ ＲＡＳ－Ｊ２２４ＦＣＥ２ 

ＲＡＳ－Ｊ２２４ＦＣＥ２ 

ＰＡＣ－２ 大広間 ＣＵ－Ｐ２８０ＵＸＲ５ ７ 

ＰＡＣ－３ リラックスコーナ

ー，レストラン 
ＲＡＳ－Ｊ２８０ＦＳ１ ４ 

ＰＡＣ－４ 廊下１～４ 
ＲＡＳ－Ｊ３３５ＦＣＥ２ ８ 

ＰＡＣ－５ 脱衣室，廊下５，ホ

ール，清掃員控室 
ＲＡＳ－Ｊ５６０ＦＳ１ １０ 

ＰＡＣ－１’ 機能訓練室 ＲＡＳ－Ｊ４５０ＦＳ１ ３ 

厨房用１ 厨房  １ 

厨房用２ 厨房  １ 

 

２ 点検回数 

１年度につき，室外機１回，室内機６回，ただし障害発生時には，直ちに

修理するものとする。 

 

３ 点検内容 

電圧電流値の測定，フィルターの清掃（脱衣室関係６台については月２回） 

機器の性能，回転音等の点検を行う。 

 

４ 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づく機器の点検 

「１ 対象機器」のうち，ＲＡＳ－Ｊ２２４ＦＣＥ２（２台），ＲＡＳ－Ｊ

５６０ＦＳ１，ＲＡＳ－Ｊ３３５ＦＣＥ２，ＲＡＳ－Ｊ４５０ＦＳ１，Ｃ

Ｕ－Ｐ２８０ＵＸＲ５（２台）について，３年に１回「特記仕様書」に基

づき点検を行う。 



１５ 

 

特記仕様書 

 

フロン排出抑制法に関する特記仕様書 

 

１ 定期点検 

業務用冷凍空調機器（第一種特定製品）の冷媒として使用されるフロン

類の漏えいの早期発見のため，適切な機器の管理を行うことを目的とした

点検整備を行うもので，業務内容は，次の各号のとおりとする。 

⑴ 業務内容 

ア 異常音の有無についての検査 

イ 外観の損傷，摩耗，腐食及び錆びその他の劣化，油漏れ並びに熱交 

換器への霜の付着の有無についての目視による検査 

ウ 直接法，間接法又はこれらを組み合わせた方法による検査を行うこと。 

エ 一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会が策定している「業務用  

冷凍空調機器フルオロカーボン漏えい点検・修理ガイドライン」に準  

拠した適切な方法で実施すること。 

 

２ 提出書類 

点検整備記録簿 

 

３ その他 

本点検の実施にあたっては，「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に

関する法律」に基づき，フロン類の性状及び取扱いの方法並びにエアコンデ

ィショナー，冷凍冷蔵機器の構造並びに運転方法について十分な知見を有す

る者が，検査を自ら 行い又は検査に立会うこと。 

 

４ 特記事項 

⑴ 「点検整備記録簿」については，一般社団法人日本冷凍空調設備工業連

合会で発行している「漏えい点検整備記録簿」に基づき作成すること。 

⑵ 当該第一種特定製品について，委託者が所有する「点検整備記録簿」に

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づき，点

検に関する事項を記入すること。 



１６ 

 

Ⅱ 外気調和機保守点検業務 

 

１ 対象機器 

外調機     ＡＨＵ－１（ＤＳＨ－３５ＲＴＳ） 

コイルユニット ＣＵ－１（ＣＭ－６ＲＴ－ＤＳ） 

       ＣＵ－２（ＣＭ－６ＲＴ－ＤＳ） 

 

２ 点検回数 

１年度につき１回，ただし障害発生時には，直ちに修理するものとする。  

 

３ 点検整備項目 

(1) 駆動関係 

① モーター点検 

異音，発熱，振動の確認，運転電流，電圧，絶縁抵抗の測定及びモー

ター台の止めネジ増締め 

② モーター軸受点検 

異音，発熱の確認 

③ Ｖベルト点検 

芯だし，張り具合の調整，磨耗の確認 

④ モータープーリー点検 

止めネジ，異音の確認 

⑤ ファンプーリー点検 

止めネジ，異音の確認 

⑥ ファン軸受点検 

異音，発熱の確認，給油，止めネジ増締め 

⑦ シャフト点検 

磨耗及び錆の確認 

⑧ ファン点検 

固定ボルト及び止めネジ増締め 

⑨ 振動点検 

パネル振動その他の確認 

(2) コイルフィン点検   目づまり，傷の確認及び清掃 

(3) エリミネーター点検  目づまり，劣化，錆の確認及び堆積物の清掃 

(4) ドレンパン点検    ドレン穴，錆の確認及び堆積物の清掃 

(5) 外板点検       錆，傷，凹みの確認 

(6) 断熱材点検      はがれ，傷の確認及び調整 

(7) フィルター点検    目づまり，劣化，汚破損点検 

(8) 防震台点検      劣化，バランス確認調整 

 

 



１７ 

 

Ⅲ 送風機類保守点検業務 

 

１ 対象機器 送風機類１１台 

・排気ファン ＥＦ－１ ＣＬＦ５－ＮＯ２．５－ＴＨ－Ｒ－ＯＲ－Ｂ 

ＥＦ－２ ＣＬＦ２－ＮＯ５．５－ＴＨ－Ｌ－ＯＢ－Ｂ 

ＥＦ－３ ＣＬＦ５－ＮＯ３－ＴＨ－Ｒ－ＯＢ－Ｂ 

ＥＦ－４ ＣＬＦ５－ＮＯ３－ＴＨ－Ｌ－ＯＢ－Ｂ 

ＥＦ－５ ２５ＬＣ－１０Ｓ 

ＥＦ－６ ２５ＬＣ－１５Ｓ 

ＥＦ－７ ２５ＬＣＦ－１０Ｓ 

ＥＦ－８ ２５ＬＣＦ－１０Ｓ 

・給気ファン ＯＦ－２ ＣＬＦ５－ＮＯ３－ＴＨ－Ｒ－ＲＳ－Ｂ 

ＯＦ－３ ＣＬＦ５－ＮＯ３－ＴＨ－Ｒ－ＲＳ－Ｂ 

ＯＦ－４ ＣＬＦ５－ＮＯ３－ＴＨ－Ｒ－ＲＳ－Ｂ 

 

２ 点検回数 

１年度につき点検１回，機器類のフィルター清掃については年２回，ただ

し，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 点検整備項目 

(1) 機器の性能，ファンベルト，回転音，潤滑油，電圧電流値の点検整備

を行う。 

(2) 機器類のフィルター清掃を行う。 

 

 



１８ 

 

Ⅳ 全熱交換機類保守点検業務 

 

１ 対象機器 全熱交換機類１４台 

ＨＥＸ－１ ＦＸ－１５０ＺＤ５ ５台 

ＨＥＸ－２ ＦＸ－５００ＺＤ５ １台 

ＨＥＸ－３ ＦＸ－２５０ＺＤ６ １台 

ＨＥＸ－４ ＦＸ－３５０ＺＤ６ ２台 

ＨＥＸ－５ ＦＸ－５００ＺＤ６ ２台 

ＨＥＸ－６ ＦＸ－８００ＺＤ６ ３台 

 

２ 点検回数 

１年度につき２回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。  

 

３ 点検整備項目 

電圧電流値の測定，フィルターの清掃（必要と認めた場合は随時），機器の

性能，回転音等の点検及び全体の目視点検を行う。 

 

 



１９ 

 

Ⅴ 熱交換機類保守点検業務 

 

１ 目的 

「労働安全衛生法」，「ボイラー及び圧力容器安全規則」に基づく，ボイ

ラー及び圧力容器の安全を図ることを目的とする。 

 

２ 対象機器  

ＨＥ－１熱交換機ＬＸ－２９８－ＴＮＨＰ－５９ 

 

３ 点検回数 

１年度につき１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。  

 

４ 点検整備項目 

   プレート分解取外し 

   プレート水洗い洗浄          ５５個 

   ガスケット張替え           ５５個 

   プレートガスケット          ５４個 

   Ｄプレートガスケット・デスタンピース 

   プレート組み立て復水通水 

   安全弁等点検作業 

 

 



２０ 

 

Ⅵ 濾過装置保守点検業務 

 

１ 対象機器  

ＴＳＶ－１１２ＡＨ型 （２５ｍプール） １台 

ＴＳＶ－１０４ＡＨ型 （幼児プール）  １台 

ＴＳＶ－１１０ＡＨ型 （露天風呂）   １台 

ＴＳＶ－１０７ＡＨ型 （ジャグジー）  １台 

ＴＳＶ－１０４ＡＨＳ型（水風呂）    １台 

 

２ 点検回数 

１年度につき１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 点検整備項目 

機種名 点検項目 点検方法 

濾過装置 

タンク本体 目視 

圧力計 設定値内であるか確認 

タンク内部ろ材 汚れ状況確認 

エアー抜き状況確認 目視 

切換弁 

外観 目視 

切換動作 目視 

切換動作 駆動部点検 

循環ポンプ 

運転状感の確認 目視 

運転電流値 設定値内であるか確認 

グランドパッキン 
メカニカルシール 

年１回交換 

振動騒音 目視 

配管 
外観点検 目視 

漏れの点検 目視 

塩素注入装置 

動作状況 目視 

注入弁（逆流阻止弁）分解点検 
分解清掃・必要に応じて部品
交換 

注入ホース・接続管点検 外観 

吐出量調整節ダイヤル 設定値内であるか確認 

薬液タンク外観 目視 

吐出弁類分解点検 分解清掃・点検 

各タンク薬液量確認  

 



２１ 

 

機種名 点検項目 点検方法 

凝集剤注入装置 

動作確認 目視 

注入弁（逆流阻止弁）分解点検 分解清掃 

注入ホース・接続管点検 外観 

薬液タンク外観 目視 

吐出量調節ダイヤル 設定値内であるか確認 

吐き出し吸入弁類分解点検 分解点検・必要に応じ部品交換 

各タンク薬液量確認  

制御盤 

各電流計の表示 設定値内であるか確認 

故障ランプ類の点灯 目視 

スイッチ類の選択 目視 

内部外観 目視 

タイマー保護装置の設定 正常値内であるか確認 

バルブ開度ボリューム バルブが設定開度であるか確認 

漏電遮断器テスト動作 テストボタン作動 

各種ランプ類点灯状況 目視・必要に応じ部品交換 

電動弁類 
動作 目視 

開度 目視 

温度調節機器 

指示調節針温度設定 設定温度・現在温度確認 

温度警報器 設定温度確認 

温調三方弁切換動作  

共通 絶縁抵抗測定 メガー測定 

 

 



２２ 

 

Ⅶ 貯湯槽保守点検業務 

 

１ 目的 

「水道法第３４条の２第２項」に基づく確実な機能を図ることを目的とする。 

 

２ 対象機器 

貯湯槽 

 

３ 点検回数 

１年度中に１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

４ 業務内容 

貯湯槽の清掃 

 

 

 



２３ 

 

Ⅷ 自動給水設備保守点検業務 

 

１ 対象機器 

自動給水設備 

 

２ 点検回数 

１年度につき１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 業務内容 

ポンプ，モーター，制御盤，圧力タンク，受水槽，運転状態等の点検整

備を行う。 

※ 消耗品類の交換を含む。 

 

 

 



２４ 

 

Ⅸ 温水ポンプ保守点検業務 

 

１ 対象機器 

温水ポンプ ８台 

 

２ 点検回数 

１年度につき２回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 点検項目 

⑴ １５０×１２５ＦＳ４Ｋ５２２ＢＥ（１台） 

メカニカルシール                １個 

カップリングゴム                １式 

密封玉軸受６３１０ＺＺ          １個 

密封玉軸受６３１０ＺＺＣ３      ２個 

Ｏリング                        １式 

⑵ ６５×５０ＦＳＦＤ５２．２Ａ（２台） 

メカニカルシール                ２個 

密封玉軸受６３０５ＤＤＷ        ２個 

密封玉軸受６３０４ＺＺ          ２個 

Ｏリング                        ２式 

⑶ ３２×３２ＳＦ２Ｆ５．７５Ｅ（１台） 

メカニカルシール                １個 

カップリングゴム                １式 

密封玉軸受６２０４ＺＺＣ３      １個 

Ｏリング                        １式 

⑷ １００×８０ＦＳ４Ｊ５．５５Ｅ（１台） 

メカニカルシール                １個 

カップリングゴム                １式 

密封玉軸受６３０７ＵＵ          １個 

密封玉軸受６３０８ＺＺ          １個 

密封玉軸受６２０８ＺＺ          １個 

Ｏリング                        １式 

⑸ ８０ＬＰＤ５３．７Ａ（１台） 

メカニカルシール                １個 

密封玉軸受６３０６ＤＤＷ        １個 

密封玉軸受６３０５ＺＺ          １個 

Ｏリング                        １式 

 

 

 

 



２５ 

 

⑹ ８０×６５ＦＳ４Ｋ５．７５（１台） 

メカニカルシール                １個 

カップリングゴム                １式 

密封玉軸受６３０７ＵＵ          １個 

密封玉軸受６３０８ＺＺ          １個 

密封玉軸受６２０８ＺＺ          １個 

Ｏリング                        １式 

⑺ ３２ＬＰＳ５．７５（１台） 

メカニカルシール                １個 

密封玉軸受６２０４ＤＤＷ        １個 

密封玉軸受６２０３ＶＶ          １個 

Ｏリング                        １式 

 

４ 点検内容 

機器の性能，軸封部，軸受部の振動，温度，回転音，潤滑油，直結状態

の点検整備を行う。うち１回の点検時に消耗品（点検項目等）の交換を行

う。 

 

 



２６ 

 

Ⅹ オゾン発生装置保守点検業務 

 

１ 対象機器 

オゾン発生装置 

 

２ 点検回数 

１年度につき１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 業務内容 

(1) オゾン発生装置 

表示ランプ，出力調整，バッテリー，電解槽バックアップ，原水タンク，

気液分離タンク，純水純度計，冷却水，運転時間計，水漏れ・ガス漏れ 

(2) オゾン溶解装置 

ブースターポンプ，排オゾン分解器，水漏れ・ガス漏れ，防触電圧，純

水器再生電解膜交換 

(3) 運転調整 

上記の項目について点検整備のうえ，装置が正常に稼働することを確認

後，点検終了の処置を取ること。 

 

 

 



２７ 

 

ⅩⅠ 光明石ユニット保守点検業務 

 

１ 対象機器 

光明石ユニット ＮＨ－３５ＨＦ型 

 

２ 点検回数 

１年度につき２回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ 点検項目 

対 象 項  目 

濾過機 

タンク部漏水，濾過材，タンク前面操作弁５方弁ＭＶ，逆

洗弁２方弁ＭＶ，圧力計，パッキン類，逆洗洗浄動作状態，

自動エアー抜弁 

ろ材交換（１年間に１回以上） 

ポンプ 
動作状態，回転音・振動，メカニカルシール，カップリン

グパッキン 

ヘアキャッチャー 本体，バスケット，アクリル蓋，パッキン，アイボルト 

制御盤 

ランプスイッチ，操作（自動・手動），漏電（ブレーカー

テスト），タイマー動作状態（濾過タイマー・熱源タイマ

ー・薬注タイマー・オーバーフロータイマー） 

昇温装置 熱交換器，熱源ポンプ，熱交３方弁，温度計 

 

 

 



２８ 

 

ⅩⅡ 自動ドア設備保守点検業務 

 
１ 対象機器 

両引オートドア装置 光線スイッチ２台 

 
２ 点検回数 

１年度につき３回（７月・１１月・３月），ただし，障害発生時には，直ち
に修理するものとする。 

 
３ 業務内容 
 (1) 定期点検 
   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「平成 20 年度版建築保全業務共通仕

様書」第 2 編第 2 章「2.2.9 外部用自動ドア」記載の点検項目，点検内容に
従って点検，調整，部品の交換を行うこと。 
 主な点検項目 

対 象 項  目 

駆動装置 
ベルト・ワイヤー・チェーンの伸び，ゆるみ，破損，作
動時の円滑性，駆動装置の締結ゆるみ，摩耗度，開閉速
度，クッション，開閉力，異音。 

ドア懸架部 

レールの曲がり，下り，勾配，偏摩耗，ゆるみ，吊車の
摩耗締結のゆるみ，踊り，ドアの下り，上下のチリ，召
し合わせ，戸当たりゴムの摩耗，振れ止めの摩耗，摺動
抵抗，共振騒音ガイドレール内の異音。 

電気 
電気電圧，絶縁抵抗，洩電，配線のひっかかり，断線，
端末結線ゆるみ。 

検出装置 
起動スイッチの固定，リード線処置，感度，検知範囲，
誤動作，安全性。 

制御装置 開閉速度の測定及び調整，開放タイマーの確認及び調整 

建具部 
扉の建付け，振れ止め材の取付状態，磨耗，錠前のかか
り具合 

その他 開閉回数，総合動作，各ステッカー貼付け状態 

(2) 定期点検以外の措置 
定期点検時以外で対象機器に故障が発生した場合は，直ちに専門の技術

員により調整又は修理を行うこと。 

(3) 点検を行う者の資格 
   上記(1)及び(2)については，対象機器の自動ドア装置の保守管理業務に精

通した１級自動ドア施工技能士の資格を有する者を業務責任者とすること。   

実際の保守管理業務は自動ドア施工技能士（2 級以上）を現場責任者とし
て，その者と自動ドア施工技能士の指導を受けた者が行うこと。 

(4) 調整及び測定方法 

上記(1)及び(2)において，点検，調整する際には，専用のハンディター
ミナルを用いて行うこと。 
調整の基準となる数値及び測定方法は，全国自動ドア協会策定の「自動

ドア安全ガイドライン（スライド式自動ドア編）」に準ずる。 
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ⅩⅢ 消防設備保守点検業務 

 
１ 定期点検及び保守整備の内容 

昭和５０年１１月１３日付け消防安第１６８号消防庁安全緊急課長通達「
消防用設備等の点検の基準及び点検票の様式を定める告示の施行について」
に基づく総合点検並びに外観点検及び機能点検をそれぞれ各１回行うものと
する。 

 
２ 定期点検及び保守整備を行う消防設備 

設備名 項目名 数量 

消火器具 
粉末消火器１０型 ２３本 

粉末消火器２０型 １本 

屋内消火栓設備 

加圧送水装置ポンプ・モーター １組 

操作盤 １台 

屋内消火栓（１号） ６基 

呼水槽 １台 

配線点検費絶縁測定 １式 

放水試験費 １式 

運動試験費 １式 

電源装置 １式 

自動火災報知設備 

受信機Ｐ－１級自火報 20Ｌ防排煙 10／6L １台 

差動式スポット型感知器 ９１個 

分布型 ６台 

定温式スポット型感知器 

１種防水 ２１個 

特種防水 ７個 

特種 ３個 

煙感知器 １７個 

発信機（Ｐ－①） 
一般 ４個 

防水 ２個 

表示灯 
一般 ４個 

防水 ２個 

消火栓起動装置 １式 

常用電源（交流電源） １式 

予備又は非常電源 １式 

配線点検（絶縁測定） １式 

誘導灯及び 
誘導標識 

誘導灯 ２８台 
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設備名 項目名 数量 

防火設備 

連動操作盤 １台 

煙感知器３種 ８個 

防火扉・非常扉 ２台 

防火・防煙シャッター ６台 

蓄電池（予備電源） １式 

電鈴・電子ブザー等 ３個 

配線点検（絶縁測定） １式 

非常警報器具及び
設備 

自動火災報知器の連動 １式 

作動試験 １式 

スピーカー ４５個 

常用電源 １式 

非常電源 １式 

配線点検（絶縁測定） １式 

非常放送設備 １式 

非常電源 

（自家発電） 

自家発電設備２１ＫＶＡ １式 

非常照明 非常用照明 ７５台 

 
 

３ 点検を行う者の資格 
都道府県知事の発行する，消防設備の点検を行う資格を有する者 

 

４ 点検回数 
１年度につき１回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。  
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ⅩⅣ 自動給茶器保守点検業務 

 

１ 対象機器 

ＰＥＴ－１００Ｈ３ＷＡ１－ＢＫ  ２台 

 

２ 点検回数 

１年度につき２回 

 

３ 点検項目 

(1) 定期保守点検 

予防保守を目的とした点検整備を行うもので，点検項目は，下記のとお

りとする。 

項目 項目 

運転電圧 

漏電 

アース 

水漏れ（給排水管） 

排水の詰まり 

周囲温度 

換気状態 

Ｃ・Ｍ状態 

クリーンアップ 

給水ウオータバルブ 

お茶ウオータバルブ 

お湯ウオータバルブ 

冷水ウオータバルブ 

湯タンク 

冷水タンク 

給水マイクロスイッチ 

断水保護マイクロスイッチ 

ヒーター 

駆動部 

ポンプモーター 

ファンモーター 

 

 

(2) 緊急保守点検 

障害発生の連絡により直ちに技術者を派遣させ修理させること。 
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ⅩⅤ 非常用自家発電設備保守点検業務 

 

１ 対象機器 

  非常用自家発電設備 

 

２ 点検回数及び業務内容 

(1) 定期点検（６か月点検） 

  ① 外観点検 

   ・本体並びに付属機器の設置状況等の全般業務 

   ・燃料，冷却水，始動系統，排気管等の点検並びに換気装置及び証明の状

況等の確認 

   ・耐震装置，防振装置，基礎ボルトが適正に維持されているかの確認 

② 作動点検 

  ・所定のタイムスケジュールで作動するかの確認 

  ・自動始動，自動停止，電圧確立及び負荷切換え時間の確認 

  ・試験始動か停電信号〔27R〕の短絡による始動並びに手動始動及び手

動停止試験 

③ 機能点検 

  ・ディーゼル機関を無負荷で５分間以上運転して水漏れ，漏油，異臭，

異常音，振動及びラジエーター冷却ファン等に異常がないかの確認 

   ・始動用蓄電池設備及び始動空気だめの確認 

  ④ 発電関係 

   ・スリップリング，カーボンブラッシ，ブラッシホルダの点検 

   ・ボルト，ナット類の弛み点検 

  ⑤ 制御盤関係 

   ・配線，端子並びに電圧計，電流計，周波数計等の計器類の確認 

   ・保守装置のリレーの作動，警報及び表示ランプ等が正常に作動するか

否かの確認 

  ⑥ 動力関係 

   ・回転計，油圧計，油温計及び水温計等計器類の確認 

   ・燃料系のドレン抜き，オイル適正・適量検査 

   ・排気筒，貫通部の確認及びボルト，ナット類の点検及び増締め 

⑦ その他正常な状態を維持するために必要な予防点検 

 

(2) 総合点検（１２か月点検）（定期点検に追加して行う点検） 

   ① 接地抵抗及び絶縁抵抗値の確認 

  ② 保安装置及び調速機の確認 

  ③ ヘッド動弁装置の確認（弁間隙測定及び開閉時期のチェック） 

  ④ 負荷運転（センターの事情により不可能な場合を除く。）による正常か

否かの確認 

 

(3) 緊急保守点検 

障害発生の連絡により直ちに技術者を派遣させ修理させること。 
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ⅩⅥ 自動券売機保守点検業務 

 

１ 対象機器 

・券売機（ＫＡＺ２５７ＳＭＰ５） ２台 

 ・集計ソフト           １式 

 ・集計機器（ＰＣ）        １式 

 

２ 点検回数 

１年度につき２回，ただし，障害発生時には，直ちに修理するものとする。 

 

３ その他 

 ・ 期間内に券売機の更新を行った場合においても，同様の対応とする。 

 ・ キャッシュレス決済を導入した場合における，キャッシュレス決済機器

についても併せて保守点検を行うこととする。 
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別紙３ 

清掃業務標準仕様書 

 

１ 清掃業務の種類 

(1) 日常清掃業務 

日常清掃業務は，別に定める清掃業務を毎日行うこと。 

(2) 定期清掃業務 

定期清掃業務は，別に定める清掃業務を指定された回数行うこと。 

(3) 特別清掃業務 

特別清掃業務は，別に定める清掃業務を毎日行うこと。 

 

２ 清掃作業員 

清掃作業員は，次のとおりとすること。 

(1) 日常清掃業務遂行のため，清掃作業員２人を配置し業務遂行に支障のな

いようにすること。 

(2) 特別清掃業務遂行においては，必要な清掃作業員数を配置し，業務遂行

に支障がないようにすること。 

 

３ 業務の実施 

業務の実施は，次のとおりとすること。 

(1) 日常清掃業務は，センター開館時間中行うこと。 

(2) 定期清掃業務は，健康交流センターの休館日に行うこと。 

(3) 特別清掃は，開館日のセンター開館時間までに行うこと。 

 

４ 清掃業務の内容 

清掃業務の内容は，別に定める清掃業務実施要領に示すところによる。 

 

５ 経費の負担 

下記の経費も含むものとする。 

(1) 清掃業務に要する一切の機械器具及び消耗品 

(2) 給茶機用紙コップ，トイレットペーパー，シャボネット 

(3) 日常清掃実施箇所に設置してあるゴミ入れ及び汚物入れ用のポリ袋 

(4) 清掃作業員のユニフォーム（清掃に適したもの） 

(5) 廃棄物処理に要する手数料 
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清掃業務標準実施要領 

１ 日常清掃 

清掃方法 清掃内容 

床掃き掃除 
動かし得る備品等は移動して，塵埃をまき散らすことの
ないよう丁寧に清掃すること。 

モップ拭き 
清水を用い，モップは強く絞って拭くこと。なお，塩ビ
床タイルは，汚れ等のある部分を拭くこと。 

陶器類洗浄 
洗面所，脱衣室，浴室等の陶器類は，洗浄剤を用いて水
洗いのうえ，布で拭き取ること。 

汚物処理 
汚物は敷地内の指定の場所に搬出し，容器は洗剤等で汚
れを除去すること。 

鏡磨き 洗剤，清水等で清掃し，柔らかい布で乾拭きすること。 

焼却・資源ゴミ処理 
事務所をはじめ施設内に設置されている屑入れの紙屑・
資源ゴミを集めて必要に応じてクリーンパーク茂原へ搬
出すること。 

手すり清掃 
手すりは強く絞ったタオル等で清掃後，柔らかい布で乾
拭きすること。汚れのひどいところは，洗剤で汚れを除
去すること。 

扉まわり清掃 洗剤，清水で清掃後乾拭きすること。 

低壁，備品等除塵 
低い所の壁，備品等の上部等をダストモップ等で埃を除
去すること。 

パトロール清掃 
巡回見回りにより紙屑等の清掃及び汚れなどの清掃を随
時に行うこと。 

消耗品補充 
トイレットペーパー，シャボネット，シャンプー，ボデ
ィーソープ，給茶器の茶及び紙コップ等の残量を確認し，
随時補充すること。 

灰皿処理 
指定場所の吸殻入れから，火の後始末を確認のうえ，ポ
リ袋等に回収して指定の場所に搬出すること。 

玄関回りの清掃 
下足入れ，アプローチ，エントランスホール周辺の清掃
を随時行うこと。 

脱衣室清掃 
水気を除き、床をモップ等で随時きれいに拭く。又，洗
面台に落ちている毛髪等をきれいに処理すること。 

浴室マット管理 
及びクリーニング 

洗剤により浴室マットのクリーニング（週に４枚）を行
い，特に汚れのある箇所は，汚れを落とすこと。 

露天風呂ゴミよけ 閉館後，露天風呂に専用のゴミよけをかける。 

浴室清掃① 
定期的に浴室１・２を巡回し，湯桶，手桶，湯椅子を整
理整頓し洗い場のゴミ等の処理を行う。 

浴室清掃② 
閉館後，浴室２における框の水分を取り除く。また浴室
１のサウナ室を乾拭き，浴室マットを所定の場所に干し
ておく。 

交流プラザ 
デッキに設置してあるテーブル，椅子を整理整頓し，テ
ーブルをきれいな布で拭くこと。又，ゴミ等が落ちてい
る場合は除去すること。 

機能訓練室清掃 
床を強く絞ったモップで拭き，麈垁を取り除く。又，椅
子等はきれいな布で拭くこと。 
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２ 特別清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃方法 清掃内容 

ジャグジー，超音
波，寝湯の清掃 

毎朝，浴室１（寝湯約４㎡，ジャグジー約５㎡），浴室２
（超音波約６．５㎡）の排水を行い，洗剤（管洗浄剤等）
を用いて清掃後、清水で水洗いすること。なお，清掃終
了後は湯を張ること。ただし，定期清掃の翌日は除く。 

脱衣室，浴室，露天
風呂回り清掃 

脱衣室に関しては，床をモップ等できれいに拭き，鏡を
磨く。また，浴室，露天風呂回りについては洗剤をつけ
てブラシ等で清掃後清水で水洗いすること。湯桶，手桶，
湯椅子の清掃及び整理整頓を行い，シャンプー，ボディ
ーソープ等を補充し，オープンに備えること。なお，露
天風呂にかけてあるゴミよけに関しては毎朝取り外し，
所定の場所にゴミを取り除き干しておくこと。 

大広間，舞台，廊下，
玄関，エントランス
清掃 

大広間に関しては，掃除機をかけ座布団を所定の位置に
戻す。床（板張り）は雑巾がけをし，舞台はモップをか
け，麈垁を取り除く。廊下は掃除機をかける。玄関及び
エントランスは，モップがけをし，砂や麈垁を取り除く
こと。 

灰皿 吸殻を取り除き，水洗い後，乾拭きをすること。 

トイレ 洗面台を清掃後，便器，床の清掃を行うこと。 

自動ドア 自動ドアの溝に入り込んだ砂や麈垁を取り除くこと。 

交流プラザ 
テーブル，椅子をきれいな布で拭くこと。又，デッキの
ゴミや落ち葉を取り除き，強く絞ったモップで拭くこと。 
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３ 定期清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃方法 清掃内容 

浴室１，２の清掃 
週１回 

浴室１（大浴槽約４０㎡，露天風呂約１７㎡，冷水約３．
５㎡，寝湯約４㎡，ジャグジー約５㎡），浴室２（大浴槽
約４０㎡，露天風呂約１９㎡，超音波約６．５㎡）の排
水を行い，洗剤（管洗浄剤等）を用いて清掃後，清水で
水洗いすること。なお，清掃終了後は湯を張ること。ま
た，ドライサウナ室のスノコをどかし，床を清掃するこ
と。 

カビ取り清掃 

年２回 

浴室内全壁面に付着したカビ等を洗剤等で除去するこ
と。 

カーペットクリー
ニング７２０㎡年
４回 

専用掃除機で汚れを集塵したのち，洗剤によりカーペッ
トのクリーニングを行い，特に汚れのある箇所は，汚れ
を落とすこと。 

水洗ワックス研磨
（脱衣室，レストラ 
ン，トイレ） 
２３０㎡年４回 

床は洗浄し，床材に合わせたワックスを塗布すること。
又，つや出しを行うこと。 

水洗研磨（玄関） 

１００㎡年４回 
床を洗浄し，つや出しを行うこと。 

ワックス研磨（機能
訓練室，和室ステー
ジ） 
１６０㎡年４回 

床は洗浄し，床材に合わせたワックスを塗布すること。
又，つや出しを行うこと。 

ガラス清掃 
５００㎡年４回 

ガラスは洗剤で汚れを除去した後,ガラス専用布で乾拭き
をすること。枠は，水または洗剤で汚れを除去すること。 

屋上雨樋清掃 

年２回 
施設屋上の雨樋の土砂等の汚れを除去すること。 

浴室１，２の滑り除
去 月１回 

浴室内床面に付着した滑り等を洗剤等で除去すること。 
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別紙４ 

浴槽濾過設備等薬品洗浄業務標準仕様書 

 

１ 業務回数 

  １年度につき１回 

 

２ 業務内容 

 ・大浴槽，大浴槽の連通管及び水位計導入管濾過設備薬品洗浄 

 ・露天風呂濾過設備薬品洗浄 

 ・寝湯，ジャグジー濾過設備薬品洗浄 

 ・水風呂濾過設備薬品洗浄 

 

３ 使用薬剤 

  過酸化水素（３５％濃度） 

 

４ 作業内容 

 ・洗浄の際の洗浄水の濃度は，３％以上であること。 

 ・中和剤を投入し，安全を確認してから排水すること。 

 ・排水後，すすぎ水がきれいになるまで水洗いを行うこと。 
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別紙５ 

浴槽配管洗浄業務標準仕様書 

 

１ 業務回数 

  １年度につき１回以上 

 

２ 業務内容 

 ・大浴槽，大浴槽の連通管及びろ過装置までの配管洗浄 

 ・露天風呂の配管洗浄 

 ・寝湯，ジャグジーの配管洗浄 

 ・水風呂の配管洗浄 

 

３ 使用薬剤 

  過酸化水素（３５％濃度） 

 

４ 作業内容 

 ・洗浄の際の洗浄水の濃度は，３％以上であること。 

 ・中和剤を投入し，安全を確認してから排水すること。 

 ・排水後，すすぎ水がきれいになるまで水洗いを行うこと。 

 ・配管の耐久に留意し、配管に破損の無い様実施すること。 
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別紙６ 

環境衛生管理業務標準仕様書 

 

１ 環境衛生管理業務 

ビル管理法に基づく空気環境測定及び害虫駆除等を行うこと。 

 

２ 業務回数及び業務内容 

管理方法 管理内容 

空気環境測定（年６回） 測定場所１０箇所（プール西側廊下・プール東側廊

下・玄関受付前・事務室・南側廊下・大広間・レス

トラン・昨日訓練室前スペース・機能訓練室・外気）

の在室人数，喫煙者数，乾球温度，湿球温度，相対

温度，気流，二酸化炭素，一酸化炭素，粉塵量，照

度，残留塩素濃度を１日３回（朝・昼・夕）測定。 

受水槽清掃（年１回） 受水槽内点検及び消毒，洗浄 

飲料水水質検査 

（年 1 回） 
飲料水の水質検査（全２８項目） 

飲料水水質検査 

（年１回） 
飲料水の水質検査（簡易１１項目） 

衛生害虫駆除 

（年２回） 

防除（鼠防除・害虫防除・汚水ピット）及び防除剤

の施工 

汚水管清掃（年２回） センター内汚水管の清掃 

雨水溝清掃（年２回） センター内雨水溝の清掃 
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別紙７ 

警備業務標準仕様書 

 

１ 時間 

・ 開館日 ２１時３０分から翌日９時００分 

・ 閉館日  ９時００分から翌日９時００分 

 

２ 警備の方法 

施設内に警備機器を設置し，受託者の管制センターと通信回線（一般回線）

により接続する自動監視方式による機械警備とする。 

(1) 設置する警備機器の機能 

施設内に設置する警備機器の機能は，次のとおりとする。 

① 盗難防止のため施設内へ侵入した者を探知する機能を有する。 

② 火災の発生を探知する機能を有する。 

(2) 異常事態発生時の対応 

火災に関する異常事態発生の信号が発せられた場合には，消防署へ，盗  

難に関する異常事態発生の信号が発せられた場合は，警察署へ直ちに連絡

する。 

また，警備員を現場へ急行させ，異常事態の確認を行うとともに，事態

の拡大防止にあたり，事態に応じ，関係機関へ連絡するとともに，別に定

める市の責任者へ連絡し，事態の処理にあたる。 
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別紙８ 

プール安全衛生管理業務標準仕様書 

 

１ 規格 ９８㎡（２５メートル３コース，子供用プール，流水プール） 

 

２ 人員 

(1) 総括責任者１名，監視員２名 

(2) 前項の監視員数は標準であり，その他必要な日（祝休日等）には更に１ 

名以上を増員するものとする。 

 

３ 資格 
総括責任者は，救護に関する講習を終了し日本赤十字社及び日本水泳連盟

等の救護に関する適任証を有し，かつ全体の総括責任者として監視員の指導
監督・委託者との協議ができる者を配置する。また，監視員は，１８才以上

の健康かつ一定の泳力を有する者を配置する。 

 

４ 業務内容 
事故防止を念頭においた監視体制の確立に努め，利用者が常に快適に利用

できるよう心掛ける。 

(1) 監視業務 

プール・プールサイドの監視,巡回,場内の安全管理及び秩序維持全般に
関すること。 

(2) 救護業務 

事故発生時には直ちに応急措置をとるとともに，速やかに報告し必要な

措置を講ずる。又，事故発生後に事故の状況及び事故発生時の監視体制等
について事故報告書を提出すること。 

(3) 清掃業務 

① プール内及び関連施設の清掃及び美観を永年にわたり維持することを

目的として，定期的，又は適宜清掃を行うこと。 

② 次に掲げる物品は，施設の備品を使用させる。 

洗濯機，トランジスタメガフォン，救急箱，人工蘇生器，残留塩素測定器，
プール用担架，２人用事務机，事務用椅子，監視台，ベースクロック，利

用者用コインロッカー，スタッフ用ロッカー，車いす用ロッカー，ビート
板整理棚，プールチェア，ベンチ，ベッド，タオル掛けスタンド，ビート

板，ストップウオッチ，トイレットペーパー，消臭材，水温計 

(4) 環境衛生管理業務 

プール内及びプールサイド，更衣室等プール関連施設の衛生美化に留意
し，常に清潔を保つよう努める。又，遊泳時間中であっても，プール内で

浮遊物及び水底に沈殿物を発見した場合は，速やかに入水してこれを除去
する。なお，プール監視及び更衣室等の巡回監視の際，汚れや汚物を発見

した場合，速やかに排除を行い，施設・設備の作動状況に異常や破損の有
無等を確認した場合は，速やかに報告すること。 

(5) 日報作成業務 

業務の実施に伴う記録を作成し現場に保管し，必要に応じて提出すること。  
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別紙９ 

熱交換器の監視及び運転業務標準仕様書 

 

関係法令「労働安全衛生法第６０条」 

 

１ 対象機器 

ＬＸ－２９８－ＴＮＨＰ－５９ 

 

２ 業務内容 

(1) 熱交換機設備の安全運転操作と適切な保守点検を行い，故障の減少に務

めるとともに万一異常，もしくは異常を予測察知した場合は，適切な処置

をとり設備の耐久性を図る。 

(2) 熱交換機設備の管理点検，検査，保守等については，それぞれ必要に応

じ毎日行うものとする。 

(3) 業務の実施に伴う日誌を作成すること。 

(4) ビル管理法に基づく空調，給水，排水，昆虫防除等の点検記録を行う。 

 

３ 人員及び資格 

ボイラー取扱作業主任者は，ボイラー及び圧力容器安全規則第２４条第１

項第３号の規定に基づき，２級ボイラー技師以上の資格及び建築物環境衛生

管理技術者免状の有資格者を業務時間中，１名以上常駐させるものとする。  
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別紙１０ 

送迎バス運行業務標準仕様書 

 

１ 運行日 

センター休館日を除く毎日 

 

２ 運行経路及び時間 

運行経路及び時間については，下記のとおりとする。 

ただし，指定管理者が，市民サービスの向上，利用者の利便性の向上に有

効で，かつ，利用者間及び地域間で不公平とならないと判断するときは，市

の承認を受けて変更することができるものとする。 

(1) 運行経路 

図３「運行経路図」のとおり 

(2) 運行時間 

JR 雀宮駅 

雀宮地区

市民セン

ター 末広 東谷 

茂原観音

入口 

健康交流

センター 

9:35 9:40 ⇒ 9:50 ⇒ 10:00 

10:30 10:35 10:38 ⇒ 10:40 10:55 

12:55 13:00 ⇒ 13:10 ⇒ 13:20 

14:25 14:30 14:33 ⇒ 14:35 14:50 

15:20 15:25 ⇒ 15:35 ⇒ 15:45 

16:20 16:25 16:28 ⇒ 16:30 16:45 

17:20 17:25 ⇒ 17:35 ⇒ 17:45 

            

健康交流

センター 

茂原観音

入口 東谷 末広 

雀宮地区

市民セン

ター JR 雀宮駅 

13:55 ⇒ 14:05 ⇒ 14:15 14:20 

14:55 15:10 ⇒ 15:12 15:15 15:20 

15:50 ⇒ 16:00 ⇒ 16:10 16:15 

16:50 17:05 ⇒ 17:07 17:10 17:15 

18:40 ⇒ 18:50 ⇒ 19:00 19:05 

20:00 20:15 ⇒ 20:17 20:20 20:25 

 

３ 運行方法 

ワンマン方式で，特定自動車運送事業に基づき行う。 
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４ 車両 

(1) 専用小型バス（冷暖房付・補助又はツーステップ付） 

(2) 車いす用リフト付き。 

(3) 平成１２年騒音規制を満たした車両とする。 

(4) 車両の点検は，指定又は認証工場において，３ケ月毎に点検を実施する。 

(5) 既存車両を更新した上で運行すること。 

 

５ 駐車場の確保 

専用小型バスの駐車場は，センター以外に確保すること。 

 

６ 運転手 

運転手は，バスの運転経験豊富で，特に子供から高齢者までの送迎のため

接客及び運転技術に優れた者とすること。 

 

７ 経費等 

(1) 車両の管理及び運行に係わる諸経費は，指定管理料の中から負担すること。 

(2) 運行中における交通事故等発生の場合は，その損害保障に係わる処理手 

続き及び経費一切は指定管理者の負担とする。 

(3) 任意保険に加入するものとし，保険金額については次のとおりとし，保 

険料は指定管理料の中から負担すること。 

ア 車両：指定管理者 

イ 対人：無制限 

ウ 自損事故：１，５００万円 

エ 無保険者傷害：２０，０００万円 

オ 対物：１，０００万円 

カ 搭乗者（１名）：１，０００万円，一事故３０，０００万円 

(4) 委託期間中に運行経路及び時間の変更による届け出等の費用は，指定管 

理料の中から負担すること。（ただし運行経路変更による場合の燃料費に 

ついては，別途協議とする。） 

 

８ その他 

車両の点検整備・故障等により，専用のバスが使用できないときは，別の

車両を確保運行するものとする。 
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別紙１１ 

自家用電気工作物保安管理業務標準仕様書 

 

１ 実施内容 

センターに設置してある自家用電気工作物が経済産業省で定める技術水準

の規定に適合するよう，維持及び運用について定期的な点検，測定及び試験

を行うこと。 

 

２ 自家用電気工作物の概要 

設備容量        ７００キロボルトアンペア 

最大電力        ３８５キロワット 

受電電圧        ６，６００ボルト 

非常用予備発電装置 

発電機定格出力      １６．８キロワット 

発電機定格電圧      ２００ボルト 

 


